
 
  

           今年はどんな年だっ 

          ただろうと考えると、 

          やはり「戦争」の二文 

          字が私たちの心に重く 

          のしかかるのではない 

          でしょうか。そんな 

          人々の気持ちを受け

て、 

          1995 年に出版されたの

ち、しばらく絶版で入手できなかった『平和

へ』が増刷されました。今こそ、多くの人に手

に取ってほしい本ではないでしょうか。 

 平和って、なんだろう？ どうしたら見つ

けられるの？ そんな素朴な疑問に、友達と

の身近な事柄を例に挙げながら考えていきま

す。平和って、生きていくのに必要なものがち

ゃんとあること、友達や家族から愛されて 

安心して生活できること・・・そんな当たり前の

ことが、戦争では奪われてしまうのだということ

が、今回の戦争ではっきりとわかりました。 

もちろん、平和への道はそう簡単には見つかり

ません。でも、この本で言っているように「心の

平和」だけは失いたくないと思いました。 

 各ページに添えられた世界の子どもたちの写

真が、少し重くなった読者の心を明るくしてくれ

ます。子どもたちの何気ない動作や表情、笑顔に、

この大切な瞬間を守りたいという気持ちにさせ

られます。特に赤ちゃんがおっぱいを飲んでいる

写真（この赤ちゃんはカメラマンの田沼さんの息

子さんだそうです）・・・安心してお乳をあげら

れる時間こそが、平和な時なのですね。 

(小川） 
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